
2017年 3月4日（土）～3月31日（金）

朝
鮮
半
島
全
域
を
統
一
し
た
高
麗
国
（九
一
八
～
一
三
九
二
）は
、
激
動
す

る
東
ア
ジ
ア
の
勢
力
地
図
の
な
か
で
、
四
七
〇
年
間
の
長
き
を
生
き
抜
い
た

王
朝
で
す
。
国
家
の
安
寧
や
除
災
を
仏
教
に
祈
願
し
た
高
麗
王
朝
で
は
、

仏
教
文
化
が
一
大
隆
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
仏
教

絵
画―

高
麗
仏
画―

は
、
現
在
お
よ
そ
一
六
〇
件
余
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
弥
陀
如
来
の
偉
容
や
、
慈
悲
に
満
ち
た
観
音
菩
薩
に
代
表
さ
れ
る
高
麗
仏

画
は
、
彼
の
地
の
信
仰
や
美
意
識
の
結
晶
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
含
む

東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
の
歴
史
を
知
る
う
え
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「高
麗
仏
画―

香
り
た
つ
装
飾
美―

」展
は
、
泉
屋
博
古
館
と
の
共
同
企
画
に

よ
り
、
ほ
ぼ
四
〇
年
ぶ
り
に
行
う
高
麗
仏
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
で
、
東

京
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

根
津
美
術
館
で
は
、
大
幅
の
変
相
図
を
は
じ
め
、
阿
弥
陀
、
観
音
、
地
蔵
、

羅
漢
な
ど
を
描
い
た
尊
像
画
の
名
品
二
十
六
件
に
、
精
緻
な
装
飾
経
や
仏
具

の
優
品
を
加
え
た
計
三
十
八
件
の
絵
画
・工
芸
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

至
元
二
十
三
年
（一
二
八
六
）銘
「阿
弥
陀
如
来
像
」（団
体
所
有
）、
大
徳
十
年

（一
三
〇
六
）銘
「阿
弥
陀
如
来
像
」（重
要
文
化
財
、
根
津
美
術
館
蔵
）、
至
治

三
年
（一
三
二
三
）銘
「水
月
観
音
像
」（重
要
文
化
財
、
泉
屋
博
古
館
蔵
）、

「地
蔵
菩
薩
像
」（重
要
文
化
財　

神
奈
川
・円
覚
寺
蔵
）と
い
っ
た
名
品
が
一
堂

に
並
ぶ
壮
観
は
、
本
展
の
み
ど
こ
ろ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

最
新
の
研
究
成
果
を
活
か
し
た
本
展
覧
会
を
と
お
し
て
、
日
本
の
仏
画
の
趣

き
と
は
異
な
る
、
隣
国
に
花
開
い
た
静
粛
な
美
の
世
界
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

【休館日】　毎週月曜日、ただし3月20日（月・祝）は開館　翌21日（火）休館
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弥
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水
波
が
打
ち
寄
せ
る
岩
に

坐
す
水
月
観
音
の
慈
悲
に
、

高
麗
の
人
々
は
救
い
を
求

め
た
。
『華
厳
経
』「入
法
界

品
」
に
も
と
づ
く
、
善
財

童
子
が
補
陀
落
山
の
観
音

菩
薩
を
訪
れ
る
場
面
。
本

展
覧
会
で
は
、
泉
屋
博
古

館
と
京
都
・大
徳
寺
が
所

蔵
す
る
水
月
観
音
像
の

名
品
が
な
ら
ぶ
。　
　
　
　

こ
の
年
、
高
麗
国
の
忠
烈
王

は
、
中
国
・元
の
都
で
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
窮
地

に
陥
っ
て
い
た
。
画
中
に
記

さ
れ
た
銘
文
か
ら
、
高
麗

の
重
臣
権 　
が
阿
弥
陀
像

を
画
師
に
描
か
せ
、
王
の

帰
還
を
祈
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
名
画
は
ま
た
歴

史
の
証
人
で
も
あ
る
。

頭
頂
を
頭
巾
で
覆
う
地
蔵

像
は
、
遥
か
西
域
か
ら
中

国
を
経
由
し
て
朝
鮮
半
島

に
伝
わ
っ
た
。
堂
々
た
る

姿
の
地
蔵
菩
薩
に
、
地
獄

を
見
聞
し
た
僧
道
明
と

地
獄
の
案
内
人
で
あ
る
無

毒
鬼
王
を
組
み
合
わ
せ
た

三
尊
構
成
で
あ
る
。
そ
の

存
在
感
は
見
る
者
を
圧

倒
す
る
。

観
音
菩
薩
の
切
れ
味
の

よ
い
表
情
が
印
象
的
な

作
品
。
よ
く
見
る
と
衣
に

も
周
囲
の
表
装
に
も
、

小
さ
な
仏
を
び
っ
し
り
と

描
き
こ
む
の
が
み
え
る
。

仏
が
充
満
す
る
華
厳
蔵

世
界
に
観
音
が
出
現
す

る
図
と
考
え
ら
れ
る
。

極
楽
往
生
を
想
観
す
る

た
め
の
十
六
の
観
法
を
図

解
す
る
。
高
麗
仏
教
に
お

け
る
浄
土
観
が
見
ら
れ
る

の
み
な
ら
ず
、
お
お
ら
か
な

筆
致
や
落
ち
着
い
た
色
調

に
、
中
国
・北
宋
絵
画
と
の

関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
重

要
な
作
品
。

本
展
で
は
、
阿
弥
陀
の
独

尊
、
観
音
・
勢
至
を
し
た

が
え
た
三
尊
、
八
大
菩
薩

を
描
い
た
阿
弥
陀
八
大

菩
薩
像
の
優
品
が
並
ぶ
。

法
道
寺
本
は
、
的
確
な
描

写
や
宋
代
絵
画
を
思
わ

せ
る
清
明
な
色
調
が
美
し

い
作
品
。

重
要
文
化
財　

水
月
観
音
像　

徐
九
方
筆　

1
幅　

絹
本
着
色

朝
鮮
・高
麗
時
代　

1
3
2
3
年
（至
治
3
年
・忠
粛
王
10
年
）　

泉
屋
博
古
館
蔵

重
要
文
化
財　

阿
弥
陀
如
来
像　

1
幅　

絹
本
着
色

朝
鮮
・高
麗
時
代　

1
3
0
6
年
（
大
徳
10
年
・
忠
烈
王
32
年
）　

根
津
美
術
館
蔵

重
要
文
化
財　

地
蔵
菩
薩
像　

1
幅　

絹
本
着
色　

朝
鮮
・高
麗
時
代　

13 ‐

14
世
紀　

神
奈
川
・
円
覚
寺
蔵

茨
城
県
指
定
文
化
財　

観
経
十
六
観
変
相
図　

1
幅　

絹
本
着
色　

朝
鮮
・高
麗
時
代　

13 ‐

14
世
紀　

茨
城
・
大
高
寺
蔵

万
五
千
仏
図　

1
幅　

絹
本
着
色

朝
鮮
・高
麗
時
代　

13
世
紀　

広
島
・
不
動
院
蔵

堺
市
指
定
文
化
財　

阿
弥
陀
三
尊
像　

1
幅　

絹
本
着
色

朝
鮮
・高
麗
時
代　

13 ‐

14
世
紀　

大
阪
・
法
道
寺
蔵

高
麗
仏
画

特
別
展

香
り
立
つ
装
飾
美

ク
ォ
ン
ダ
ン

す
い
げ
つ
か
ん
の
ん
ぞ
う

ソ　

グ
バ
ン

ま

ん

ご

せ

ん

ぶ

つ
ず

か
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ぎ
ょ
う
じ
ゅ
う
ろ
く
か
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へ
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そ
う
ず

に
ゅ
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ほ
っ
か
い

ぼ
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ふ

だ
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に

ょ
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ど
う
み
ょ
う

む

ど
く
き
お
う

2 根津美術館　特別展  「高麗仏画　― 香りたつ装飾美 ―」 

展
示
室
1
・2



高
麗
時
代
に
は
、
濃
紺
の

料
紙
に
金
・
銀
の
経
文
を

記
し
た
壮
麗
な
写
経
が

数
多
く
制
作
さ
れ
た
。
見

返
し
に
描
か
れ
た
経
意
絵

は
、
高
麗
後
期
に
な
る
に

つ
れ
、
執
拗
な
ま
で
に
金

彩
を
使
う
濃
厚
な
作
風
へ

と
展
開
す
る
。

紺
紙
銀
字
妙
法
蓮
華
経　

7
帖　

紺
紙
銀
字

朝
鮮
・高
麗
時
代　

1
3
5
3
年
（至
正
13
年
・恭
愍
王
2
年
）

根
津
美
術
館
蔵

展
示
室
5

更
紗
の
魅
力

更
紗
は
、
イ
ン
ド
か
ら
渡
来
し
た
異
国
的
な
文
様
を
色

鮮
や
か
に
染
め
た
木
綿
布
。16
世
紀
中
ご
ろ
以
降
、
ス
ペ

イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
の
商
船
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
、
将
軍
に
献
上
さ
れ
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

白
地
鶏
頭
文
布　

玄
悦
茶
碗
箱
包
布

1
枚　

木
綿　

イ
ン
ド　

16
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

茜
地
花
唐
草
文
布　
　

節
季
大
海
茶
入
箱
包
布

1
枚　

木
綿　

イ
ン
ド　

16
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

白
地
に
鉄
分
を
含
ん
だ
黒

い
染
料
で
、
鶏
頭
と
よ
ば

れ
る
草
花
文
を
木
型
で
表

し
て
い
る
。
イ
ン
ド
更
紗
は

藍
や
茜
に
加
え
、
黄
や
黒

な
ど
色
彩
が
豊
か
で
あ
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。

貴
重
な
舶
来
品
で
あ
っ
た

更
紗
は
、
茶
の
湯
の
器
の

包
み
布
と
し
て
活
躍
し
た
。

大
切
に
さ
れ
た
茶
道
具
と

共
に
、
昔
の
ま
ま
の
色
を

と
ど
め
た
鮮
や
か
な
更
紗

が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

展
示
室
6 

大
師
会
と
根
津
青
山

明
治
よ
り
現
代
ま
で
続
く
茶
会
「大
師
会
」。
当
館
の

基
礎
と
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
蒐
集
し
た
根
津
青
山
な

ど
、
多
く
の
近
代
数
寄
者
が
集
い
ま
し
た
。

だ

い

し

か

い

せ

い
ざ

ん

重
要
文
化
財　

崔
氏
玉
座
右
銘
断
簡
（
部
分
）　

空
海
筆　

1
巻　

紙
本
墨
書　

日
本
・
平
安
時
代　

9
世
紀　

東
京
・
大
師
会
蔵

正
意
茶
入　

銘 

六
祖　

瀬
戸

1
口　

施
釉
陶
器　

日
本
・江
戸
時
代　

17
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

し
ょ
う
い

ろ
く
そ

銘
「六
祖
」と
は
中
国
禅
宗

の
第
六
番
目
の
祖
と
さ
れ

る
慧
能
の
こ
と
。
大
師
会
で

は
、
弘
法
大
師
へ
の
法
要
の

意
を
込
め
、
仏
教
に
ち
な
ん

だ
作
品
が
用
い
ら
れ
る
。

え

の

う

3 根津美術館　特別展  「高麗仏画　― 香りたつ装飾美 ―」 

同
時
開
催

さ

ら

さ

ね

 

づ

 

せ

い

ざ

ん

後
漢
時
代
の
儒
者
・崔
子
玉

の
座
右
銘
を
、
空
海
（弘
法

大
師
）が
書
写
し
た
も
の
。

明
治
の
茶
人
・益
田
鈍
翁
が

こ
れ
を
披
露
す
る
茶
会
を

催
し
た
こ
と
が
大
師
会
の
始

ま
り
で
あ
る
。 じ

ゅ
し
ゃ

さ
い
し
ぎ
ょ
く

ざ
ゆ
う
の
め
い

く
う
か
い

だ

い
し

こ
う
ぼ
う

ま
す
だ　

ど
ん
の
う

さ
い
し
ぎ
ょ
く 

ざ
ゆ
う
の
め
い 

だ
ん
か
ん

こ
ん
し
ぎ

ん
じ
み
ょ
う

ほ
う

れ
ん
げ
き
ょ
う

け
い
と
う

だ

い

し

か

い

し
ろ
じ
け

い
と

う

も

ん
ぬ
の

あ
か
ね
じ
は
な
か
ら
く
さ
も
ん
ぬ
の

せ

っ
き

た
い
か
い
ち

ゃ
い
れ

ば

こ

つ
つ
み
ぬ
の

つ
つ
み
ぬ
の

げ
ん
え
つ
ち
ゃ
わ
ん
ば
こ

重
要
文
化
財　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
文
化
財　

　
　
　
　
　
　

　
重
要
文
化
財　

重
要
美
術
品　

重
要
文
化
財　

重
要
文
化
財　

重
要
文
化
財

　

帝
釈
天
像

阿
弥
陀
如
来
像

阿
弥
陀
三
尊
像

阿
弥
陀
三
尊
・二
比
丘
像

阿
弥
陀
八
大
菩
薩
像

阿
弥
陀
八
大
菩
薩
像

水
月
観
音
像　

慧
虚
筆

水
月
観
音
像

水
月
観
音
像

地
蔵
十
王
像

釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢
像

紺
紙
金
字
大
宝
積
経　

巻
第
三
十
二 ※

螺
鈿
菊
花
文
経
箱

青
磁
陰
刻
蓮
華
唐
草
文
浄
瓶

青
銅
銀
象
嵌
蒲
柳
水
禽
文
穣
浄
瓶

青
銅
銀
象
嵌
梵
字
宝
相
華
唐
草
文
香
炉　
　 13

～
14
世
紀

1
2
8
6
年

14
世
紀

1
3
3
0
年

14
世

14
世
紀

13
～
14
世
紀

13
～
14
世
紀

14
世
紀

14
世
紀

14
世
紀

1
0
0
6
年

12
～
13
世
紀

12
世
紀

13
世
紀

13
～
14
世
紀

京
都
・聖
澤
院

団
体
所
有

根
津
美
術
館

埼
玉
・法
恩
寺

東
京
藝
術
大
学

徳
川
美
術
館

東
京
・浅
草
寺

大
和
文
華
館

京
都
・大
徳
寺

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

根
津
美
術
館

京
都
国
立
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館

根
津
美
術
館

泉
屋
博
古
館

根
津
美
術
館

【そ
の
他
の
主
な
出
品
作
品
】

※

は
3
月
4
日
～
3
月
20
日
の
展
示



特
別
展
「
高
麗
仏
画　

―
香
り
た
つ
装
飾
美
―
」

根
津
美
術
館

泉
屋
博
古
館

2
0
1
7
年
3
月
4
日(

土)

～
3
月
31
日(

金)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時 

［
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
］

毎
週
月
曜
日
、
た
だ
し
3
月
20
日
（月
・祝
）は
開
館
、
翌
21
日
（火
）は
休
館

一
般
1
3
0
0
円
（1
1
0
0
円
） 

学
生
1
0
0
0
円
（8
0
0
円
） 

(  )

内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、
中
学
生
以
下
無
料

一
般
1
1
0
0
円  

学
生
8
0
0
円

 ※
 

2
0
1
7
年
1
月
7
日(

土)

～
2
月
19
日(

日) 

「染
付
誕
生
400
年
」展

開
催
期
間
中
、
根
津
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
販
売

地
下
鉄
銀
座
線
・半
蔵
門
線
・千
代
田
線
〈表
参
道
〉駅
下
車
A
5
出
口

（階
段
）よ
り
徒
歩
8
分
、B
4
出
口
（階
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
）よ
り
徒
歩

10
分
、B
3
出
口
（エ
レ
ベ
ー
タ
ま
た
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
）よ
り
徒
歩
10
分

〒
1
0
7
‐0
0
6
2 

東
京
都
港
区
南
青
山 

6
‐5
‐1

T
E
L 

0
3
‐3
4
0
0
‐2
5
3
6 (

代
表)

http://w
w

w.nezu-m
use.or.jp

担
当
学
芸
員
よ
り
「高
麗
仏
画
」展
全
体
の
見
ど
こ
ろ
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
解
説
い
た
し
ま
す
。 

3
月
10
日
（金
）　

高
麗
の
ほ
と
け
た
ち

3
月
17
日
（金
）　

高
麗
仏
画
の
色
と
か
た
ち

3
月
24
日
（金
）　

高
麗
仏
画
の
修
復
と
発
見

会
場　
　

 

根
津
美
術
館　

講
堂

定
員　
　

 

い
ず
れ
も
130
名

各
回
と
も
午
後
1
時
30
分
よ
り
45
分
間
程
度
。
開
始
の
15
分

前
よ
り
開
場
。

※

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
高
麗
仏
画
の
領
分　

　

―
中
国
・
日
本
の
仏
画
と
の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
世
界
―
」

日
時 　
3
月
19
日
（
日
）　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

講
師 　
井
手　

誠
之
輔 

氏 

　
　
　
　

（
九
州
大
学
大
学
院 

人
文
科
学
研
究
院　

教
授
）

「
仏
へ
の
祈
り
で
た
ど
る
高
麗
史
」

日
時 　
3
月
26
日
（
日
）　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

講
師 　
森
平　

雅
彦 

氏     

　
　
　
　

（
九
州
大
学
大
学
院 

人
文
科
学
研
究
院　

教
授
）

会
場　

 

い
ず
れ
も
根
津
美
術
館　

講
堂

定
員　

 

い
ず
れ
も 

130
名　
　
　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「イ
ベ
ン
ト
情
報
」の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
ま
た

は
往
復
は
が
き
（１
参
加
者
に
つ
き
１
枚
）に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
講
演

会
名
・
住
所
・
氏
名
（
返
信
面
に
も
）
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒107-0062 

東
京
都
港
区
南
青
山
6‐

5‐
1 
根
津
美
術
館
講
演
会

係
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

展
覧
会
名

主

催

特
別
協
力

開
催
期
間

開
館
時
間

休 

館 

日

入 

館 

料

前 

売 

券

ア
ク
セ
ス

 
 

 
 

 
 

 

住    

所

お
問
合
せ

ス
ラ
イ
ド

レ
ク
チ
ャ
ー

講
演
会 

 1

事
前
申
込
制

事
前
申
込
不
要

講
演
会 

2

事
前
申
込
制

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
催

概
要

次
回
展

特
別
展

燕
子
花
図
と
夏
秋
渓
流
図

2
0
1
7
年

4
月
12
日
（水
）～
5
月
14
日
（日
）

尾
形
光
琳
と
鈴
木
其
一
。
根
津
美
術
館
が

誇
る
琳
派
の
2
大
傑
作
を
合
わ
せ
て
ご
堪
能

い
た
だ
き
ま
す
。

か

き

つ

ば

た

ず

な

つ
あ

き

け

い
り

ゅ

う

ず

夏
秋
渓
流
図
屏
風　

尾
形
光
琳
筆　

日
本
・江
戸
時
代　

19
世
紀　

国
宝　

燕
子
花
図
屏
風　

尾
形
光
琳
筆　

日
本
・江
戸
時
代　

18
世
紀　

い
ず
れ
も
根
津
美
術
館
蔵

4 根津美術館　特別展  「高麗仏画　― 香りたつ装飾美 ―」 


